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要約:
本稿では観光が経済的に重要な役割を果たす小島嶼開発途上国を対象に、「観光客数」および「観光客一人当たりの消費額」

といった2つの指標が観光サービスを供給する地域側の社会経済や観光客の属性といったそれぞれの特徴と、どのような関係を
有しているかを考察した。「観光客数」は大まかな需要規模を議論する際に用いられ、「観光客一人当たりの消費額」は観光客
が観光サービスに対して支払う平均的な単価を議論する際に用いられる傾向がある。2つの指標はそれぞれ異なった視点で活用
される統計であるが、経済的に観光の影響の強い島嶼地域においてはそれぞれの統計データに対する地域的および観光客の特
徴との関連性を明らかにすることは必要なことであるといえる。

分析の結果、「観光客数」は受け手地域の所得や宿泊施設の稼働率が、一方、「観光客一人当たりの消費額」は産業集積の高
さや観光客の宿泊日数の長さ、宗主国からの観光客比率がそれぞれ影響することを確認した。分析の結果から地域側がこれら2
つの指標を用いて議論する際は、それぞれの指標に対して以上に挙げた要素と関連して議論することで有意義な議論が展開で
きる可能性があることを示した。

Abstract: 
This paper discussed how tourism statistical data such as “The Number of Tourist” and “Tourist Expenditure Per Capita” 

have relationship with “social and economic factors” and “tourist characteristics in Small Island Developing States” with 
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econometrics approach. 
Almost all of islands depend on foreign trade because of geographical characteristics such as “small size”, “insularity and 

remoteness” and “fragile nature environment”, and these factors prevent to expand domestic demand. Inbound tourism 
is considered as service trade and tends to be important role for island economy. The author thought about analyzing 
relationship between tourism statistical data and characteristics of supply region or tourist behavior would be necessary for 
market strategy or policy-making of island economy because of mention above.

  Two of statistical data have different point of view to discuss in past tendency. “The Number of Tourist” is taken advantage 
of when showing quantity of demand side, while “Tourist Expenditure per Capita” is used in discussing about average price 
paid by tourist for service receiving. To discuss the relationship for both indicators and several factors, this paper composed 
two regression models for each of indicators as dependent variables. Explanation variables prepared “Income”, “Market size” 
and “Agglomeration” for social and economic factors of SIDS. Then other explanation variable put “Average length of stay”, “Rate 
of Arrivals by airplane”, “Rate of holiday, leisure and recreation purpose tourist” and “Occupation rate of accommodations” 
indicated for tourist characteristics or behavior. Besides, almost all of region had suzerain relationship although the most of 
islands had already declared independence, but regression model contained “Rate of tourist from the suzerain country” to 
indicate that the tourists from suzerain countries are still highly shared in market of island tourism.

Result showed “The Number of Tourist” had significant effect with “Income” and “Occupation rate of accommodations”, while 
“Tourist Expenditure per Capita “was affected by “Agglomeration”, “Average length of stay” and “Rate of tourist from suzerain 
country”. This paper indicated that it was significant for SIDS as the supply side of the tourism to discuss the relationship with 
several factors mentioned above and two of tourism statistical data when talking about market strategy or policy-making of 
island tourism.

I. はじめに

1. 小島嶼開発途上国と観光

小島嶼開発途上国（以下、SIDS）とは地球温暖化に

よる海面上昇の被害を受けやすく、島国固有の問題（少

人口、遠隔性、自然災害等）による脆弱性のために、持

続可能な開発が困難だとされる小さな島国及び地域を指

している（外務省, 2014）。国連のリストによれば、お

もに太平洋やカリブ海、アフリカ近海に浮かぶ島々がメ

ンバーとなっており、それらの島々は1990年代から定

期的に会議を開き、温暖化による海面上昇の問題や貿易

のような経済の課題等について話し合われている（UNO-

OHRLLS, 2016）。

このようなSIDSであるが、経済的な面において観光は

重要な役割を果たす傾向が強い。観光が重要な産業とな

りやすくなる背景としては地理的条件が挙げられる。先

行研究ではSIDSのリストに挙げられている国や地域の

ほとんどが狭小性、環海性、隔絶性といった立地条件の

悪さから、内需による市場規模の拡大が難しいという指

摘がされている（Briguglio, 1995）。そのため、多くの

SIDSでは海外との貿易による経済活動が主要産業として

の役割を果たしている。その中でも、観光はサービスの

貿易であることから、SIDSの島嶼経済にとっては重要な

産業の一つになりやすい傾向にある。

先行研究においても島嶼経済における観光の重要性が

論じられている。Seetanah（2011）はカリブ海や太平洋

の19の島を対象に経済分析を行い、観光産業の収入額が

島の経済成長に寄与していることを明らかにした。また、

南太平洋地域における4つの島国を対象にした研究では、

観光関連の輸出額と実質GDPの関連性が議論され、観光

が島嶼地域のGDPの成長に寄与していることを明らかに

した研究がある（Narayan, Narayan, Prasad & Prasad, 

2010）。このように狭小性、環海性、隔絶性といった地

理的特徴を有するSIDSでは、観光は経済的に重要な役割

を持つことが示されており、観光に関する統計データは

市場の予測や経済インパクトを計る上で重要な指標の一

つとなり得る。

2. 観光に関する指標

観光分野の研究においてよく用いられる統計データの

一つが「観光客数」である。「観光客数」は観光の需要

量を簡潔に把握する指標として用いられる場合が多い。

例えば、観光地発展論の一つであるライフサイクル論

では、観光客数の増加を成長曲線により概念的に示し、

観光地の変化を記述している（Butler, 1980）。ライフサ

イクル論に関する実証研究では需要の増加に対してサー

ビスを供給する側である観光地がどのように発展するか

といったことが議論されるが、需要を表す観光客数は観

光地の変化を議論するための一つの指標として用いられ

る（例えば、Cooper & Jackson, 1989）。

また、重力モデルを用いた研究では観光客数は出発地

から到着地への需要量を表す指標として用いられる。2
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地点間のOD行列におけるトリップ数を目的変数とした

重力モデルは、出発地と到着地の経済規模や2地点間の

距離といった変数を説明変数とした回帰モデルである。

重力モデルは人口移動や貿易といった空間的に移動する

モノやヒトの量を説明する回帰モデルであるため、社会

科学の分野では幅広く援用されている。観光分野の研究

においては空間的な需要予測モデルとして位置づけられ

ており、観光客流動のデータを用いた実証研究や理論

的な枠組みに関する議論が行われている（Witt & Witt, 

1995; Keum, 2010; Morley, Rosselló & Santana-Gallego, 

2014; Santana-Gallego, Ledesma-Rodríguez, Pérez-

Rodríguez & Cortés-Jiménez, 2010）。また、経済変数や

距離変数だけではなく、社会・文化的な変数を加えるこ

とで、観光需要に与える影響を分析する研究も行われて

いる（例えば、Khadaroo & Seetanah, 2007; Balli, Balli 

& Cebeci, 2013）。

一方、「観光客一人当たりの消費額」は地域内でどの

程度観光客がサービスに対して支出したかを示す指標と

して用いられる傾向がある。個人の消費額に焦点を当

てた研究では観光客に対して細かい支出額や個人の属性

についてアンケートやインタビューを行い、グアムにお

ける台湾人観光客の市場細分化について議論されている

（Mok & Iverson, 2000）。このようなサンプリングによ

る調査は個人を対象とした詳細なものであるが、手間が

かかるため国籍は限定して行われている。もう少し広く

市場分析を行う事例としては、観光庁による訪日した外

国人の一人当たりの消費額単価を国別に比較を行ったも

のがある（観光庁, 2016）。このような分析では「一人

当たり」といった単位に落とすことで、観光サービスに

対して訪日した外国人観光客が平均的にどの程度支出し

たかといった市場の状況を簡潔に表す指標として用いら

れている。

統計データの解釈は一律ではないが、先行研究から「観

光客数」は需要量、「観光客一人当たりの消費額」は市

場の状況を簡潔に表すものとしてそれぞれ使われる傾向

がある。そのため観光分野における研究や実務において

は大切な意味を持った基礎的な指標だといえる。本研究

では先行研究の傾向から「観光客数」は観光サービスを

供給する地域側に対する需要量を表す指標、「観光客一

人当たりの消費額」を市場における観光客の消費行動を

表す指標として定義した。これら2つの指標を分析する

ことは観光が経済的に大きな役割を果たすSIDSにおいて

も重要なことであり、2つの指標に対して、影響する要

因を分析することは島嶼観光の市場における課題解決や

政策決定においても必要だと考えた。

3. 本研究の目的と意義

本研究では観光が経済的に大きな役割を果たすSIDSに

おいて、「観光客数」および「観光客一人当たりの消費額」

といったそれぞれの指標がどのような特徴を有している

かを計量的な方法により分析することを目的とした。分

析を通して本研究では地域内の社会・経済的な特徴およ

び観光客の属性や行動とそれぞれの指標との関連性を考

察した。本研究を行う理由は、観光統計から得られたそ

れぞれの指標と地域内および観光客の特徴といった各要

素との関連性を見出すことは、観光サービスを提供する

地域側の観光戦略立案に寄与する基礎的な知見に結びつ

くと考えたからである。特に、SIDSでは観光が重要な

産業となりやすい経済構造を有していることから、観光

市場における課題解決や政策における意思決定を行う際

に、観光サービスを提供する側としてそれぞれの指標と

の関連する要素を議論することは必要なことである。

II. 方法

1. 分析方法と仮説

本稿ではパネルデータによる回帰分析によって解析を

行った。説明変数は地域内の社会・経済的な特徴および

観光客の属性や行動を表すそれぞれのデータにより構成

した。目的変数は需要量を表す指標である「観光客数」

と市場の把握で用いられる「観光客一人当たりの消費額」

という2つの指標を用いた。

次にモデリングを行うためにそれぞれの指標に影響す

る仮説の提示を行っていく。需要量を表す「観光客数」

は地域側の経済規模との関連性があると考えた。Eilat & 

Einav （2004）が指摘しているように観光は貿易の財に

あてはめるとすれば、高級な財（Luxury goods）として

位置づけることができる。この考え方を援用すると経済

規模の大きな観光地では産業の多様性が生まれやすく、

観光客にとっては享受できるサービスの選択肢が増える

ため、需要量が高くなることが予想される。また、島嶼

地域は「環海性」、「隔絶性」といった地理的特徴から宿

泊施設や宿泊客の影響があると考え、宿泊施設の稼働率

および宿泊客の滞在期間が需要量を表す「観光客数」に

影響していると予想した。

一方、「観光客一人当たりの消費額」は観光客の消費

行動を表す指標と定義したことから供給側の環境面や

サービス内容に影響するという仮説を立てた。SIDSの地
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理的特徴の一つとして、「狭小な面積」がある。この特

徴からリゾート島のような観光産業による収入が中心の

島では狭小な面積の中に上級なサービスや財を供給する

観光施設が集積していると考えられる。さらに「環海性」

といった特徴から観光客は島内の限られた範囲における

消費活動となり、観光サービスや財を供給する産業が集

積している島ほど結果的に「観光客一人当たりの消費額」

が高くなることが予想される。もう一つ地理的特徴とし

て「隔絶性」を挙げた。この特徴から島までの交通手段

は飛行機が主となりやすい。しかし、SIDSに指定されて

いる地域にはベリーズのような沿岸地域やシンガポール

のように環海ではあるが陸移動も可能な地域が含まれて

いる。そのため、観光客の交通手段の選択が「観光客一

人当たりの消費額」に影響するかについても分析するこ

とにした。

さらに、SIDSに指定されている地域は植民地となっ

た経験のある地域や海外準県である地域で構成されてい

る。そのため観光においても宗主国との関係が強いこと

が考えられる。「観光客数」は需要量を表す指標として

定義したが、観光市場が宗主国に偏っていた場合、ほか

の出発地の数が減少することで全体の「観光客数」は相

対的に小さくなることが考えられる。一方、「観光客一

人当たりの消費額」は、宗主国の影響が観光市場におい

て高い場合、需要側の寡占状況となり、観光客へのサー

ビスや財の価格が下がりにくくなることが予想される。

そのため「観光客一人当たりの消費額」は高くなること

が考えられる。

2. データの概要と変数の解釈

本研究で用いたデータは表1に示した。観光関連につ

いてはUNWTOの発行したデータであり、1995年から

2010年の統計を用いた。「観光客数」はインバウンドで

訪れた人々の年ごとの合計値である。一方、「観光客の

年間支出額」は交通費や宿泊、飲食など観光客が支払っ

た額の合計値である。「観光客数」で除することで「観

光客一人当たりの消費額」を求めた。2つの指標を目的

変数として、推定式を構築する。まず、仮説で述べた社

会・経済的な影響を分析するための説明変数として用い

るのは「一人当たりのGDP」、「人口」、「人口密度」とし

た。これらのデータは世界銀行およびIndexMundiで発

行・公開されている統計データである。社会・経済的な

要素を示す「一人当たりのGDP」や「人口」は重力モデ

表1　変数表
カテゴリー 変数名 説明　(単位) 出所

観光需要を表す指
標（目的変数）

TF
1995年～2010年の間における各島の観光客
数（人）

UNWTO Compendium of Tourism 
Statistics

PAY
1995年～2010年の間における各島の観光客
一人当たりの消費額（USドル）

筆者により算出

社会や経済的な特
徴を表す説明変数

GDPCAP
1995年 ～2010年 の 間 に お け る 各 島
の 一 人 当 た り のGDP所 得 を 表 す 変 数 

（USドル）
サイト名：
世界銀行ホームページ IndexMundi
データ名：
World Development Indicator 
World Factbook

POP
1995年～2010年の間における各島の人口労
働力市場の規模を表す変数（人）

POPDEN
1995年～2010年の間における各島の人口密
度島内の集積状況を表す変数（人/km2）

観光客の行動や属
性を表す説明変数

STAY
1995年～2010年の間における各島の観光客
の平均宿泊日数（泊）

UNWTO Compendium of Tourism 
Statistics

AIRRATE
1995年～2010年の間における各島の飛行機
で来島した観光客比率（%）

筆者により算出

PURPOSERATE
1995年～2010年の間における各島の休暇や
レジャー、レクリエーション目的で訪れた観
光客比率（%）

筆者により算出

OCCURATE
1995年～2010年の間における各島の宿泊施
設の稼働率宿泊施設の稼働率を表す変数（%）

筆者により算出

植民地関係を表す
説明変数

COLONYRATE
1995年～2010年の間における各島の宗主国
からの観光客比率（%）

UNWTO Yearbook of  Tourism 
Statistics 筆者により算出

（筆者作成）
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ルによる観光客流動の研究においてもよく用いられる変

数である。

「一人当たりのGDP」は所得を表す変数として解釈さ

れることが多く、先行研究ではサービス力（技術力）の

高さと解釈されている（Khadaroo & Seetanah, 2007; 

Zhang & Jensen, 2007）。また、人口に関しては市場の

規模を表す変数として解釈される傾向がある（Santana-

Gallego, Ledesma-Rodríguez, Pérez-Rodríguez & Cortés-

Jiménez, 2010）。本研究では観光サービスを行う供給側

の労働力と解釈する。

「人口密度」は観光客流動の分析において、しばしば

用いられており、込み合っている環境（Overcrowding）

が観光客流動に影響しているかを分析する変数とし

て 用 い ら れ る（Santana-Jiménez & Hernández, 2011; 

Marrocu & Paci, 2013）。しかし、狭小な面積および環

海といった地理的特徴を有する島嶼地域では、観光客は

限られた範囲における消費活動となることから供給する

産業が集積している島ほど結果的に「観光客一人当たり

の消費額」が高くなるといった仮説を立てた。そのため

本研究では産業集積を表す変数と置き換えて解釈を行

う。

さらに観光客の属性や行動といった影響を表す説明

変数はUNWTOの発行したデータを用いた。観光客の行

動や交通面の影響を説明する変数としては「平均宿泊日

数」、「飛行機で来島した観光客比率」を取り上げた。

「平均宿泊日数」は国によってインバウンドの観光客

を対象にしたものとインバウンドと国内宿泊者数を対象

にしたものの2種類が存在した。しかし、国によっては

表2　SIDSの一覧
中南米・カリブ海・大西洋 アジア　オセアニア アフリカ　インド洋
アルバ 北マリアナ カーボベルデ
アンギラ キリバス ギニアビサウ
アンティグア・バブーダ グアム コモロ諸島
英領ヴァージン諸島 クック諸島 サントメプリンシペ
キューバ 米領サモア モーリシャス

キュラソー島 サモア セーシェル共和国
グアドループ シンガポール モルディブ
グレナダ ソロモン諸島 バーレーン
ケイマン諸島 ツバル
ジャマイカ トンガ
シント・マールテン ナウル
セントヴィンセントアンドグレナディーン ニウエ
セントクリストファーネイビス ニューカレドニア
セントルシア バヌアツ
タークス・カイコス諸島 パプアニューギニア
ドミニカ パラオ
ドミニカ共和国 東ティモール
トリニダード・トバゴ フィジー
ハイチ 仏領ポリネシア
バハマ マーシャル諸島
バルバドス ミクロネシア連邦
プエルトリコ
米領ヴァージン諸島
マルティニ―ク
モントセラト
ガイアナ
スリナム
ベリーズ
バミューダ

（UNO-OHRLLS（2016）より筆者作成　太字が対象地域）
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片方しか公表されていない場合があったため、本研究で

はインバウンドのデータを優先的に取得しつつ、片方し

か公表されてない場合や欠損値が多かった場合はインバ

ウンドおよび国内宿泊者数を対象にした「平均的宿泊日

数」を用いることにした。本研究では隔絶された小島嶼

地域が分析対象地であるため、国内宿泊者数の影響は少

ないものと考えた。そのためインバウンドと国内宿泊客

数が含まれているデータも併用することにした。

「飛行機で来島した観光客比率」は飛行機で訪れた観

光客を全体の観光客数で割った値である。この値は交通

面の影響を分析するために用いることにした。また、観

光客の属性を表す変数としては「宿泊施設の稼働率」、「レ

ジャー、レクリエーション目的で訪れた観光客比率」を

用いた。「宿泊施設の稼働率」と解釈した変数に関して

は、部屋数ベースで推計されたものとベッド数ベースで

推計された値があった。しかし、「平均宿泊日数」と同

様に、国や地域によっては片方しか公表されていないも

のがあった。そこで、2つある場合は部屋の稼働率の値

を優先的に取得しつつ、片方もしくは欠損値が多かった

場合はベッド数ベースの統計を用いることにした。理由

としては両方公表されている統計において、稼働率の差

があまりなかったことがあげられる。以上のことからこ

れらのデータは併用して分析を行うこととした。一方、

「レジャー、レクリエーション目的で訪れた観光客比率」

はレクリエーション目的の観光客で訪れる観光客の属性

を表した変数として解釈する。

植民地関係はCEPIIの公表しているデータを参考に植

民地関係にある国からの観光客数を全体の観光客数で除

した値を求め、説明変数として加えた。いくつかの島嶼

地域では植民地関連の国が複数の場合がある。たとえば、

バヌアツはイギリスおよびフランスの2つの国からの観

光客数を足した値を全観光客数で割った値を用いた。

対象地域は表2の太字で示した国と地域とした。国連

のリストによれば、58の国と地域がSIDSとして指定さ

れている。その中から回帰分析で用いる変数が公表され

ていた27島を本研究の分析対象とした。

3. 推計方法

本研究ではクロスセクションとタイムシリーズのデー

タをプールしたパネルデータを用いた回帰分析を行う。

観光分野においてもパネルデータによる分析が進んで

いるが、パネルデータの利点はクロスセクションやタイ

ムシリーズのデータのみの分析と比べて、情報量が増す

ことがあげられる（北村, 2006）。しかし、パネルデー

タの分析においては誤差項の扱い方を考慮する必要があ

る。誤差項は説明変数以外で目的変数に影響を与える要

因として要約されたものである。基本的なパネルデータ

の推計方法としては固定効果モデルと変量効果モデルが

ある。固定効果モデルは個体ごとにおける観測できない

要因をそれぞれ異なった定数項を持たせて推定する方法

である（唐渡, 2013, pp. 248-252）。本研究においては

島ごとおよび年次ごとにダミー変数を割り当て、パラ

メータの推計を行うことである。一方、変量効果モデル

は観測できない要因は定数項を中心に確率変数として分

布すると考える（加藤, 2012, pp. 105-106）。固定効果

モデルでは島ごとおよび年次ごとにダミーを割り当てる

ため推計における自由度が低下するが、変量効果モデル

では個別効果をひとつの定数項で要約されるため推計に

おける自由度が高くなるという長所がある。しかし、分

散不均一や説明変数と誤差項との相関の可能性が高くな

るため、最小二乗法ではなく一般化最小二乗法が用いら

れる（北村, 2003; 2006）。

固定効果モデルか変量効果モデルかの推計方法の選択

にはハウスマン検定を行う。ハウスマン検定では帰無仮

説を誤差項と説明変数の間は無相関であるといった帰無

仮説を立て、カイ二乗検定によって検定される（北村, 

2003）。帰無仮説が棄却されると固定効果モデルが選択

され、受容されると変量効果モデルが選択される。

また、本研究のデータセットは不完備パネルである

が、無理やり完備パネルデータに落とすことは有効性が

失われるとされているため本研究では不完備パネルデー

タによって推計を行う（北村, 2003; Baltagi & Chang, 

1994）。

なお分析で用いた統計ソフトはR version3.2.2である。

推計にはパネルデータの推計パッケージであるplmを用

いた。

4. モデル概要

推計モデルは「観光客数」と「観光客一人当たりの消

費額」を目的変数として、それぞれの指標に影響する要

因の分析をする。

log(TF it)=αit+β1log(GDPCAP it)+β2log(POP it) 

+β3log(POPDEN it)+β4OCCURATE it 

+β5STAYit+β6AIRRATEit+β7PURPOSERATEit 

+β8COLONYRATE it+εit　…①
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log(PAY it)=αit+β1log(GDPCAP it)+β2log(POP it) 

+β3log(POPDEN it)+β4OCCURATE it 

+β5STAYit+β6AIRRATEit+β7PURPOSERATEit 

+β8COLONYRATE it+εit　…②

目的変数TFおよびPAYは「観光客数」と「一人当た

りの観光客数」をそれぞれ示す。社会・経済的な要素

を示す説明変数はGDPCAP、POP、POPDENであり、そ

れぞれ「一人当たりのGDP」、「人口」、「人口密度」を示

している。一方、観光客の行動を示した変数は「平均

宿泊日数」がSTAY、「飛行機で来島した観光客比率」が

AIRRATEである。さらに、観光客の属性を表す変数は、

「レジャー、レクリエーション目的で訪れた観光客比率」

がPURPOSE、「宿泊施設の稼働率」がOCCURATEである。

また、COLONYRATEは「植民地関係にあった国もしく

は宗主国からの観光客比率」を示している。モデル式で

は目的変数となる「観光客数」、「観光客一人当たりの消

費額」および社会・経済的な要素を表す説明変数であ

る「一人当たりのGDP」、「人口」、「人口密度」の各変数

は対数変換を行った。対数変換を行った変数は対数差分

からパラメータが推計される。対数差分は変化率と近似

となるため、両辺の変数が対数変換された値から得られ

たパラメータは説明変数の変化率に対する目的変数の変

化率を表す弾力性と解釈される（唐渡, 2013, pp. 114-

122）。また、目的変数が対数値であり、説明変数を直接

用いた場合、説明変数の1単位の変化に対して、パラメー

タ×100の変化率を表す偏弾力性と解釈される（山本, 

2015, pp. 43-46）。本研究では回帰分析から得られたパ

ラメータは弾力性および偏弾力性として解釈を行ってい

く。なお、それぞれの指標の違いを議論するため、説明

変数は両モデルとも同一の構成とした。

III. 結果

1. 観光客数と観光客一人当たりの消費額の順位比較

推定結果の考察を円滑に行うため、はじめに「観光客

数」と「観光客一人当たりの消費額」を順位に並べ替えて、

どのような島が上位になるかを概観する。表3は1995年

から2010年の「観光客数」と「観光客一人当たりの消

費額」の平均値を高い順に並べたものである。2つの指

標の間では順位が違うことがわかる。需要量を表すと定

義した「観光客数」はシンガポールやドミニカ共和国、

キューバといったSIDSの中でも社会・経済的に規模の大

きな島が上位となった。一方、市場状況を示す「観光客

一人当たりの消費額」は仏領ポリネシアやセーシェル共

和国、バルバドスといったリゾート島と知られている地

域が上位となった。

順位表に並べた結果、需要量を表す「観光客数」の場

合SIDSの中でも社会・経済的に大きな島が上位となって

いることから、需要量は経済規模に比例する可能性が示

された。一方、市場における観光客の消費行動を示す「観

光客一人当たりの消費額」は一般的にリゾート島として

知られる島が上位となっている。このような島は面積と

しては小規模ではあるが、観光施設などが集積している

島であると考えられる。順位表の結果を踏まえて、それ

ぞれの指標との関連性を分析した結果を概観する。

2. 回帰分析の結果

表4には固定効果モデルおよび変量効果モデルのそれ

ぞれの結果を示した。ハウスマン検定の結果は「観光客

数」および「観光客一人当たりの消費額」を目的変数と

したどちらのモデルもχ2統計量は有意であった。この

ことから誤差項に相関がないといった帰無仮説が棄却さ

れたため、本研究ではどちらも固定効果モデルの結果を

支持した。なお一般的に誤差項の分散が不均一な場合、

標準誤差が大きくなり、統計的に有意な結果が得られな

いとされている。そのため推定には分散不均一を考慮し

た頑健標準誤差を用いた（Croisnat & Millo, 2008）。

次に各パラメータについて概観する。最初に「観光

客数」を目的変数としたモデルでは、「一人当たりの

GDP」、「宿泊施設の稼働率」、「平均宿泊日数」が有意な

結果であった。パラメータの符号は「一人当たりGDP」

と「宿泊施設の占有率」が正であり、「平均宿泊日数」

が負となった。目的変数である「観光客数」と「一人当

たりのGDP」は対数値のため、目的変数と説明変数の関

係は弾力性と解釈される。「一人当たりのGDP」が1%の

変化をしたとき、「観光客数」が0.23%変化するという

結果となった。一方、「宿泊施設の占有率」と「平均宿

泊日数」のパラメータは偏弾力性を示すため、パラメー

タの値に100を掛けた値（%）が目的変数に影響すると

いった解釈がされる。まず、「宿泊施設の稼働率」が1%

増加した場合、「観光客数」は0.8%増加するといった関

係であった。一方、「平均宿泊日数」は1泊増加すると「観

光客数」が7.2%減少するといった結果となった。

一方、目的変数を「観光客一人当たりの消費額」にし

たモデルでは「人口」、「人口密度」、「平均宿泊日数」、「宗

主国からの観光客比率」が有意となった。符号に関して

は「人口」が負で、「人口密度」、「平均宿泊日数」、「宗
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主国からの観光客比率」が正であった。次にそれぞれの

弾力性について概観する。目的変数の「観光客一人当た

りの消費額」と「人口」および「人口密度」は対数変換

された変数である。そのため、「人口」が1％変化した場合、

「観光客一人当たりの消費量」は6.84%減少するという

結果が得られた。一方、「人口密度」が1％変化した場合、

「観光客一人当たりの消費額」は8.61%増加するという

結果が得られた。一方、「平均宿泊日数」が1泊増加した

場合、「観光客一人当たりの消費額」は12.1%増加する

という関係となった。また、「宗主国からの観光客比率」

が1%変化したとき、1%増加するといった結果であった。

IV. 考察

最初に「観光客数」に対する影響を考察する。需要量

を表す「観光客数」は所得を表す「一人当たりのGDP」

に対して有意の結果となり、正の関係が観測された。先

行研究では所得はサービス力（技術力）と解釈され、高

いサービスを供給できる地域ほど観光客が訪れやすくな

ることが示されている（Zhang et. al, 2007）。また、所

得の高い地域は産業の多様性があり、観光者にとっても

受けられるサービスの選択肢がより広くなる。本研究が

対象とした地域の中ではシンガポールが「観光客数」の

平均値が高い値を示していた。シンガポールは世界的に

も経済大国であるが、宿泊施設等の観光産業に関連した

表3　「観光客数」「観光客一人当たりの消費額」順位表

順位 島名 観光客数（人） 島名
観光客一人当たりの
消費額（USドル）

1 シンガポール 6,551,188 仏領ポリネシア 2,425
2 ドミニカ共和国 3,125,438 セーシェル共和国 1,938
3 キューバ 1,787,500 バルバドス 1,669
4 ケイマン諸島 1,672,188 バヌアツ 1,531
5 バハマ 1,532,313 タークス・カイコス 1,503
6 ジャマイカ 1,436,500 モーリシャス 1,465
7 アルバ 1,176,125 モルディブ 1,273
8 マルティニーク 712,688 アンティグア・バブーダ 1,257
9 モーリシャス 699,500 コモロ諸島 1,208

10 英国領バージン諸島 641,875 バハマ 1,180
11 バミューダ 545,875 ジャマイカ 1,165
12 キュラソー島 543,875 フィジー 1,147
13 バルバドス 520,375 キューバ 1,135
14 モルディブ 515,250 シンガポール 1,034
15 フィジー 447,875 セントルシア 1,025
16 セントルシア 272,938 ドミニカ共和国 964
17 アンティグア・バブーダ 235,625 バミューダ 809
18 ベリーズ 204,063 ベリーズ 793
19 仏領ポリネシア 198,000 アルバ 792
20 タークス・カイコス 185,938 ニューカレドニア 791
21 ニューカレドニア 180,438 グレナダ 781
22 セーシェル共和国 137,063 アンギラ 619
23 グレナダ 120,625 英国領バージン諸島 566
24 アンギラ 119,875 マーシャル諸島 553
25 バヌアツ 63,375 マルティニーク 527
26 コモロ諸島 21,313 キュラソー島 493
27 マーシャル諸島 6,188 ケイマン諸島 308

（World Tourism Organization(2015)より筆者作成）

※1995～2010年の平均値を用いた順位表
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財やサービスが多様であることが推測できる。以上のこ

とから、推定による結果で得られた関係性が伺える。ま

た、「宿泊施設の稼働率」に関しても弾性値は低かった

が、「観光客数」に対して有意となり、正に影響する結

果となった。島への観光客は基本的には宿泊を伴う観光

が一般的であるため、宿泊施設の運営が充実した地域ほ

ど観光客が訪れやすくなることが示された。一方、「平

均宿泊日数」は負に影響していることから観光需要が高

いSIDSでは宿泊客の滞在期間は比較的短期滞在の傾向が

強いことが明らかとなった。所得との関係を踏まえると

「観光客数」が多い島ではインフラストラクチャーが充

実しており、相対的に交通の利便性が高くなるため、出

入国が容易となり、滞在期間が短くなる傾向を示すので

はないかと考察した。

続いて、観光客の市場における消費行動を表す指標で

ある「観光客一人当たりの消費額」に対する分析結果を

考察する。まず、「人口」は労働規模を表す変数とした

が、「観光客一人当たりの消費額」に対して負に有意で

あった。労働力が大きい市場では、競争が生まれやすく、

財やサービスの価格は下がりやすい傾向にある。観光客

が必ずしも高級な観光サービスや財だけに出費するとは

限らず、住民が利用する飲食店や交通サービスなどに出

費することもある。そのため、労働力の高い大きな島で

は観光客の消費額も低くなるのではないかと考察した。

次に「人口密度」は産業の集積を表す変数として用いた

が、「観光客一人当たりの消費額」に対して正に有意で

あった。産業が多く集積している島では観光客にとって

消費しやすい環境となるため、「観光客一人当たりの消

費額」が高くなることが結果から伺える。さらに「平均

宿泊日数」が増加すると「観光客一人当たりの消費額」

が増加するという結果が得られた。「観光客一人当たり

の消費額」の値が大きいリゾート島では長期滞在の観光

客が多くいることが推定結果から考察できる。また、「観

光客一人当たりの消費額」は「宗主国からの観光客比率」

に対して正に影響していた。本研究が対象とした地域の

中で、「観光客一人当たりの消費額」の平均値が高い地

域は仏領ポリネシアであった。仏領ポリネシアはフラン

スの海外準県であるため、現在でも宗主国との関係は強

いことが伺えるが、独立した島が多いSIDSにおいても観

光市場が宗主国で占められている割合が高い島では観光

客の支払う消費額が高くなる傾向が推定結果から示され

た。これは観光客比率が偏ることで、市場が寡占状況と

なり、観光に支払うサービスや財の費用が下がりにくい

状況を表していると考察した。

表4　推定結果
変数名 log(TF) log(PAY)

固定効果 変量効果 固定効果 変量効果
log(GDPCAP) 0.226 ** 0.488 *** 0.071 0.3 *
log(POP) -1.073 0.51 *** -6.843 * 0.185 *
log(POPDEN) 0.591 0.128 8.608 ** -0.025
OCCURATE 0.008 *** 0.008 *** -0.002 0.002
STAY -0.072 ** -0.046 0.121 * 0.097 .
AIRRATE 0.002 0.000 -0.001 0
PURPOSERATE 0 0 0.002 0
COLONYRATE -0.006 -0.01 * 0.01 * 0.004
Time dummy yes - yes -
Unit dummy yes - yes -
自由度 193 234 185 226
R2 0.281 0.881 0.33 0.638
ハウスマン検定(χ2統計量) 17.623 ** 100.59 ***
F統計量 13.22 *** 315.352 *** 16.69 *** 55.521 ***

注. p<0.1, *p<0.05, **p<0.01, ***p<0.001

パラメータは頑健標準誤差修正を用いた

ハウスマン検定の結果、両モデルとも固定効果モデルを選択
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V. おわりに

本研究では観光が経済的に大きな役割を果たす小島嶼

開発途上国（SIDS）を対象に、観光に関する2つの指標

に対してどのような特徴を有しているのかを計量的に分

析を行った。

需要量を表す「観光客数」は「一人当たりのGDP」といっ

た所得を表す変数との関係が観測された。これは所得の

高い地域は産業の多様性が高くなりやすく、観光客が享

受できるサービスや財の選択肢が増えるからだと考察し

た。また、観光客の属性としては宿泊客が多いといった

特徴がみられたが、滞在期間が短い宿泊客が多い傾向が

示唆された。所得の結果と踏まえて交通の利便性の高さ

がSIDSの観光需要量に影響しているのではないかと考察

した。

観光客の市場における支出行動を示した「観光客一人

あたりの消費額」では「人口」、「人口密度」、「平均宿泊

日数」、「宗主国からの観光客比率」が影響していた。労

働力規模を表す「人口」は負に影響していたが、労働市

場が大きい島では供給側の競争力が高くなり、サービス

や財の価格が低下しやすい環境となるため、人口が増大

すると「観光客一人当たりの消費額」は減少するという

関係があると考察した。一方、「人口密度」は産業集積

を表す変数であるが、集積が高ければ観光客は消費行動

の機会が増えるため「観光客一人当たりの消費額」が高

くなる効果があることが示唆された。また、「観光客一

人当たりの消費額」はリゾート島で高い値を示していた

が、滞在期間が長くなると消費額が高くなるという関係

も観測された。さらに植民地関係の国からの観光客比率

が高い島では需要側の寡占状況によって価格が下がりに

くい状況となるため、「観光客一人当たりの消費額」が

高くなると考察した。

以上の結果からSIDSでは観光需要量および観光客の消

費行動を示す2つの指標に対して、社会・経済および観

光客の属性や行動との関係を分析したところ、それぞれ

異なった特徴があることが明らかとなった。

「観光客数」は先行研究においてもよく用いられる指

標であるが、本研究の分析では所得との関係が強いこと

から、島嶼観光を議論する際は所得レベルでの比較およ

び分類を行うことで、観光市場における戦略立案や政策

提言においてより有用性が高まることが示された。また、

短期滞在の宿泊客が多いといった特徴から交通の利便性

についての議論も島嶼観光において必要であることがわ

かった。

「観光客一人当たりの消費額」の場合は「人口密度」

が有意であったことから、島内におけるサービス業や小

売業といった観光に関わる産業の集積状況と関連させた

議論が必要であることが示唆された。特に、「平均宿泊

日数」との関係がみられたことから宿泊施設の集積状況

は島嶼観光における観光客の支出額を議論する上で必要

なことであることがわかった。一方で、供給側の競争が

高くなると「観光客一人当たりの消費額」が減少すると

いった関係も観測された。観光サービスを提供する地域

側にとっては必ずしも消費額を高くすることが、観光市

場を考える上で最適なことであるとは限らない。例えば、

需要量を表す「観光客数」に対して「観光客一人当たり

の消費額」が極端に高い場合は環境容量と経済市場の関

係は健全な関係とは言い難いため、「市場の失敗」が起

きる可能性が高くなる。このことから島嶼観光を議論す

る際には複数の観光を表す指標を用いることが重要であ

ることの必要性が示唆された。

以上のことから、本研究では観光以外の統計データと

の関連性にも注目することが島嶼観光の議論においても

必要であることが示された。大井（2015）が論じてい

る通り、精度の高い観光統計を得ることは難しいとして

おり、SIDSの公表しているデータも例外ではないことは

否めない。しかし、島嶼地域において観光が重要な役割

を担っている以上はこれらの統計データによる分析を行

うことは有用であり、今後も必要になってくると思われ

る。
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